
（全国古民家再生協会 岐阜第 1.2 支部 合同例会）議事録 

記録日：２０18 年 11 月 7 日 

記録者： 吉田良子 

団体名 一般社団法人全国古民家再生協会岐阜第一支部・第二支部 

開催日時 ２０１8 年 11 月 7 日（水）7：00～20：30 

開催場所 ハートフルスクエア G 

出席者 
大下竜一、吉田雅一、吉田良子、足立工務店、廣瀬工務店、きららホーム井

上、山口ガス、大前工務店、ピュアホーム堀、アウル高橋 

議事 １， 開会宣言               支部長 大下竜一 
２， 出席者確認              支部長 大下竜一 
３， 支部長挨拶              支部長 大下竜一 
４， 前回議事録の確認           支部長 大下竜一 
５， 議題並びに資料の確認         支部長 大下竜一 
６， 本会報告事項             支部長 大下竜一 

本報６−１  
本報６−２  
本報６−３  

７， 事務局報告事項            支部長 大下竜一 
事報７−１ 国交省住宅リフォーム事業者団体に登録されたことを周

知。 
事報７−２ ピンバッジの取りまとめについて告知。 
事報７−３ 入会金改正につき、年 10 万円になると告知。 
事報 7-4 1）会員拡大についての決意 
     2）鑑定試験・伝木試験強化の決意 
     3）伝木・五反田式（堀）・議員連盟議員（金子・棚橋議

員）・ 
11/28 議員懇話会参加（吉田と堀）・ 
フォト甲子園（銀・銅賞）・再築大賞応募（空間建築工

房） 
ですべてクリアしていることの確認 

   事報 7-5 設置済み協会 
       第一支部…伝統再築士会のみ設置。 
            未設置 
            「床下インスペクション協会」 
            「伝統耐震評価連合会支部」 
            「古民家活用推進協会」 
            「住教育推進委員会」→アウル高橋さん？ 
       第二支部…すべて未設置。  
   事報 7-6 全国空き家アドバイザー設立総会出席→吉田と堀 
   事報 7-7 再築大賞応募→空間建築工房 
   事報 7-8 出版パーティ出席→堀        
８， 支部報告事項 

支報８−１ 五十田式 11/15 出席→堀。 
支報８−２ 古民家フォト表彰式 11/20→吉田(銅賞) 11/28→大下(銀



賞) 
支報８−３ クロニカへの掲載を各会員に奨励 

９， 審議事項               支部長 吉田雅一 
審議９−１ 古民家フォトの新聞のころに古民家岐阜の広告を打つ 
審議９−２ 住まい教育委員会への勧誘(アウル高橋さんを) 
審議９−３ 自民党員参加者を募集(堀) 

１０， その他 
１１， 閉会宣言               支部長 大下竜一 

決定事項 1） 古民家鑑定を経て受注ができた場合、各協会を立ち上げた岐阜支部の支部

長へ、契約の 1.5％の報酬を支払うこととする。(もちろん、関わった場合

のみ。)そこは公明正大に支払う。 

２）広告費を負担しあい、新聞に事業者会員 10 社の名前入り広告を出す。 

次月開催日時 ２０18 年 12 月 13 日 18：00～忘年会 9：00 

次月開催場所 ハートフルスクエア G 

次月議事内容 ① 各会員の行動目標を設定したい。 (以下、第二支部案) 

１）政治家へのアプローチ 党と名前を具体的に表明。 

２）公官庁へのアプローチ 市と町と課を具体的に表明。 

３）Facebook・各自ブログでのシェアや書き込みを週 3 回以上行う。 

４）その他 古民家再生協会の存在と価値を高める行動を、上記を含め 3 つ決

め行う。 

② 有料広告について取り決め （以下、第二支部案） 

１）広告には全会員の「社名」「住所」「連絡先」「ロゴ」を記載 

２）主に中日新聞・岐阜新聞に出す。 

３）2 か月に 1 回は目に触れるようにする。 

４）レイアウトは、新聞社と支部長・志願者で決める。 

５）内容は次回に決める。 

６）広告費の負担割合をどうするか？ 

７）広告費を多く出したものから順に工事見積チャンスが与えられるのはどう

か。その場合も 10 社平等に紹介されるものとする。自分の番が回ってく

る回では必ずいつも出さない会社も広告費を出す。 

 

③ 協会設立を推奨されている中であるが、現状では協会立ち上げメリッ

トが見えず設立が進まないことについて、どのように解決していく

か。 

１）「同業者の協同」を確立し、他県で実現しない世界観を持った岐阜支部に

する。 

２）工事受注の際 1.5％ずつマージンを支払い、現金収入が得られるようにす



る。 

３）広告をしてより知名度を上げる。 

４）技術勉強会などを通じてお互いの弱みと強みを把握し、時に共同しながら

会社の力をつけ、参画企業を増やす。 

 

 

 

 


